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(57)【要約】
【課題】１つのジョグダイヤル４を兼用して複数の項目
内容を設定する洗濯機において、ジョグダイヤル４の回
転操作と各項目との関連づけを明確にすること。
【解決手段】予め各項目毎に用意するボタンスイッチを
各々異なるランプ色で表現しておき、スイッチを押下す
るのと同時に、表現されている個別スイッチのランプ色
と同じ色のランプ表示を（光を透過しやすい材質で出来
た）ジョグダイヤルの内側から行うようにした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
洗い時間やすすぎ回数など各項目毎に用意され各々が異なるランプ色で表現されている個
別スイッチの押下により各項目の内容を設定する入力設定手段と、前記入力設定手段と併
用しダイヤル回転操作により各項目の内容を設定するジョグダイヤルと、前記ジョグダイ
ヤルの内側に配置され前記入力設定手段の個別スイッチで表現されているランプ色のうち
少なくとも２色を切り換えてランプ点灯するジョグダイヤル設定可能項目表示手段と、前
記入力設定手段および前記ジョグダイヤルにより設定した内容を表示する設定内容表示手
段と、前記入力設定手段および前記ジョグダイヤルにより設定した運転コースを逐次制御
する制御装置を備え、制御装置は、前記入力設定手段の個別スイッチが押下された場合、
個別スイッチで表現されているランプ色と同じ色を前記ジョグダイヤル設定可能項目表示
手段にランプ点灯するようにした洗濯機。
【請求項２】
制御装置は、入力設定手段の個別スイッチが押下された場合、個別スイッチで表現されて
いるランプ色と同じ色をジョグダイヤル設定可能項目表示手段にランプを点滅するように
した請求項１記載の洗濯機。
【請求項３】
制御装置は、入力設定手段の個別スイッチが押下された場合、個別スイッチで表現されて
いるランプ色と同じ色をジョグダイヤル設定可能項目表示手段に所定時間だけランプ点滅
した後、ランプ点灯するようにした請求項１記載の洗濯機。
【請求項４】
制御装置は、入力設定手段の個別スイッチが押下された場合、個別スイッチで表現されて
いるランプ色と同じ色をジョグダイヤル設定可能項目表示手段にジョグダイヤルを操作す
るまでランプ点滅するようにした請求項１記載の洗濯機。
【請求項５】
制御装置は、入力設定手段の個別スイッチが押下された場合、個別スイッチで表現されて
いるランプ色と同じ色をジョグダイヤル設定可能項目表示手段にランプ点灯し、運転コー
スを開始した時点でランプ消灯するようにした請求項１記載の洗濯機。
【請求項６】
制御装置は、異常が発生した場合、ジョグダイヤル設定可能項目表示手段に赤色でランプ
点滅するようにした請求項１記載の洗濯機。
【請求項７】
ジョグダイヤル設定可能項目表示手段に表示するランプ色は、少なくとも、洗い時間は青
色、すすぎ回数は緑色、脱水時間は黄色、乾燥機能を有する場合は乾燥時間は赤色、予約
時間は橙色を用いることを特徴とした請求項１～５いずれか１項に記載の洗濯機。
【請求項８】
請求項１～７のいずれか１項に記載の洗濯機にて少なくとも一つの手段をコンピュータに
実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗濯機の洗い時間やすすぎ回数など運転コース内容を設定する操作表示部に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般家庭で使用される洗濯機において、その洗濯の流れは、本体内の洗浄槽に衣類と適
量の洗剤を入れ、操作表示部にて衣類に応じた洗い時間やすすぎ回数などの運転内容を、
押しボタン型の設定スイッチを押下することで設定し、その後に、スタートボタンを押下
することで運転コースを開始するのが一般的である。
【０００３】
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　一方、近年では、押しボタン型の設定スイッチに加えて、回転操作により洗い時間など
設定数値を容易に増減可能なジョグダイヤルと称する入力デバイスを備えた操作表示部が
提案されており、以下、その構成について説明する（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　図５は、従来この種の洗濯機における操作表示部のシステムブロック図であり、操作表
示部１は、機器の電源を入り切りする電源スイッチ２ａやスタートボタン２ｂからなる電
源およびスタート操作入力手段２と、洗い時間を設定する洗い時間設定スイッチ３ａ、す
すぎ回数を設定するすすぎ回数設定スイッチ３ｂ、脱水時間を設定する脱水時間設定スイ
ッチ３ｃ、乾燥機能を有する場合は乾燥時間を設定する乾燥時間設定スイッチ３ｄ、予約
時間を設定する予約時間設定スイッチ３ｅからなる入力設定手段３、ダイヤル回転操作に
より洗い時間やすすぎ回数などの内容を設定するジョグダイヤル４と、設定した運転内容
を表示する設定内容表示手段５からなる。
【０００５】
　なお、制御装置６は、マイコンなどからなる制御手段７などから構成し、電源およびス
タート操作入力手段２や入力設定手段３やジョグダイヤル４からの入力信号を受け付け、
設定内容表示手段５への出力を行うのは当然のこと（図示はしないが）運転コースを開始
後は、給水弁や排水弁を動作させ洗濯槽内の水の出入りや、モータ駆動やヒータ動作など
逐次一連の制御を行い衣類の洗濯（および乾燥）を行う。
【０００６】
　ここで、ジョグダイヤル４について若干補足するが、ジョグダイヤル４の内側にはロー
タリエンコーダが組み込まれており、使用者の回転操作によりロータリエンコーダの回転
軸が一定量回転するごとにパルスが出力され、これを制御装置６に入力してパルスの数を
数えることにより、回転軸が何度動き、何回転したかを検知することが可能であり、実際
には６０～９０°ほど動作したことを検知すると（該当する項目の）ボタン型スイッチを
使用者があたかも１回押下したのと同様な処理を行うため、この例であれば、使用者がジ
ョグダイヤル４を一回転操作することでボタン型スイッチを４～６回押下したのと同様な
設定変更が可能となり（例えば、予約時間設定は、現在から１時間後～２４時間後の範囲
で１時間刻みの終了時間指定が可能であるが、２４時間後を設定するためには、予約時間
設定スイッチ３ｅを２０回以上連打する必要があり使用者の負担が大きかったものをジョ
グダイヤル４の回転操作を４回転ほど行うことで同様の設定が可能になるなど）場合によ
っては飛躍的に操作性が向上する。なお、ジョグダイヤル４はボタン型スイッチに比べて
複雑な構造などから大きな実装面積を占めるため、洗い時間やすすぎ回数など各項目別に
１つずつ用意するのではなく、例えば、使用者が洗い時間をボタン型スイッチにて設定内
容を変更途中にジョグダイヤル４を回転操作した場合は引き続き洗い時間の設定内容が変
更されるよう、この要領で、すすぎ回数をボタン型スイッチにて設定内容を変更途中にジ
ョグダイヤル４を回転操作した場合は引き続きすすぎ回数の設定内容が変更されるなど、
１つのジョグダイヤル４を兼用して複数の項目の内容を変更するのが一般的である。
【０００７】
　次に、上記構成において動作を図５、図６および図７のフローチャートを用いて説明す
る。
【０００８】
　洗濯機の本体内洗浄槽に衣類と適量の洗剤を入れ、図５の操作表示部１にて電源および
スタート操作入力手段２の電源入スイッチ２ａを押下することで初期待機状態と呼ばれる
状態となり、スタートボタン２ｂを押下して運転コースを開始するまでの間、入力設定手
段３およびジョグダイヤル４による運転コース内容の設定変更が可能である。
【０００９】
　入力設定手段３は、洗い時間やすすぎ回数など設定項目の数だけ個別に３ａ～３ｅのよ
うな押しボタン型のスイッチからなることは先述したとおりだが、制御装置６は、各々の
設定スイッチを押下すると、その設定スイッチの項目（例えば、洗い時間設定スイッチで
あれば洗い時間）を増加させるなど設定項目の内容を変更する基本的な処理を行うのと同
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時に、後述するジョグダイヤル４の操作でどの設定項目の変更が可能なのかを示すジョグ
ダイヤル設定可能項目を決定する処理を行う。具体的には、見た目にはわからないものの
押下した設定スイッチの項目（例えば、洗い時間設定スイッチ３ａを押下すると洗い設定
モード）をジョグダイヤル設定可能項目として決定する。
【００１０】
　入力設定手段３の詳細を述べると、図６のフローチャートに示すように、初期待機状態
において入力設定手段３の洗い時間設定スイッチ３ａ、すすぎ回数設定スイッチ３ｂ、脱
水時間設定スイッチ３ｃ、乾燥機能を有する場合は乾燥時間設定スイッチ３ｄ、予約時間
設定スイッチ３ｅのいずれか１つを押下すると、制御装置６はステップ２０、２１、２２
、２３、２４にて各スイッチを押下したことを検知し、ステップ２０ａ、２１ａ、２２ａ
、２３ａ、２４ａにて押下した設定スイッチの項目（例えば、洗い時間設定スイッチであ
れば洗い時間）を増加させるなど設定項目の内容を変更し、ステップ２０ｂ、２１ｂ、２
２ｂ、２３ｂ、２４ｂにてジョグダイヤル４の操作を行う上でどの設定項目の変更が可能
なのかを示すジョグダイヤル設定可能項目を、例えば、洗い時間設定スイッチを押下した
場合にはジョグダイヤル設定可能項目を洗い設定モードと決定する。これら、入力設定手
段３による各項目の内容設定は、スタートボタン２ｂを押下すると、ステップ２５にて終
了する。
【００１１】
　一方、ジョグダイヤル４の詳細を述べると、図７のフローチャートに示すように、初期
待機状態においてジョグダイヤル４を回転操作すると、制御装置６はステップ３０にてジ
ョグダイヤル４の回転動作を検知し、ステップ３１、３２、３３、３４、３５にて先述し
たジョグダイヤル設定可能項目のモードに応じて、ステップ３１ａ、３２ａ、３３ａ、３
４ａ、３５ａにて（例えば、ジョグダイヤル設定可能項目が洗いモードの場合、ステップ
３１ａにて洗い時間を増加させるなど）設定項目の内容を変更する。これら、ジョグダイ
ヤル４による各項目の内容設定は、スタートボタン２ｂを押下すると、ステップ３５にて
終了する。
【特許文献１】特開２００７－２１５５８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、従来の構成では、１つのジョグダイヤル４を兼用して複数の項目内容を
変更するにも関わらず、ジョグダイヤル４の回転操作と各項目との関連づけが見た目でわ
からないため、また、各項目毎に設けられている（洗い時間を設定するのであれば洗い時
間設定スイッチなど）ボタン型スイッチを押すことでジョグダイヤル４を使用せずとも各
項目の設定が可能という理由からジョグダイヤル４がほとんど利用されないと言う課題を
有していた。
【００１３】
　本発明は、従来の課題を解決するもので、１つのジョグダイヤル４を兼用して洗い時間
やすすぎ回数など複数の項目内容を設定する洗濯機において、ジョグダイヤル４の回転操
作と各項目との関連づけをより明確にすることで、使用者に対してジョグダイヤル４の有
効利用を促し、ひいては操作における利便性を高めることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　従来の課題を解決するために、本発明の洗濯機は、洗い時間やすすぎ回数など各項目毎
に個別に用意された洗い時間設定スイッチ８ａやすすぎ回数設定スイッチ８ｂなどのボタ
ン型スイッチを各々異なるランプ色で表現しておき、一方で、設定項目数だけ存在する色
分けしたボタンと同じランプ色が発光可能な表示ランプを（光を透過しやすい材質で出来
た）ジョグダイヤル４の内側に設け、制御装置１０は、洗い時間設定スイッチ８ａやすす
ぎ回数設定スイッチ８ｂなど各項目の個別スイッチを押下した場合に、異なるランプ色で
表現されている個別スイッチの色と同じ色をジョグダイヤル４の内側でランプ点灯するこ
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とでジョグダイヤル４自体がこの色で光るようにしたものである。
【００１５】
　これにより、使用者は洗い時間やすすぎ回数など各項目を設定するために洗い時間設定
スイッチ８ａやすすぎ回数設定スイッチ８ｂなどのボタン型スイッチを押下するのと同時
に、ボタンの表示色と同じ色のランプ表示がジョグダイヤル４にされることで、ジョグダ
イヤル４の回転操作と各項目との関連づけを明確に認識することが可能になり、積極的な
ジョグダイヤル４の利用が期待でき、ひいては操作における利便性を高めることが可能と
なる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の洗濯機は、洗い時間やすすぎ回数など各項目毎に個別に用意された洗い時間設
定スイッチ８ａやすすぎ回数設定スイッチ８ｂなどのボタン型スイッチを各々異なるラン
プ色で表現しておき、一方で、設定項目数だけ存在する色分けしたボタンと同じランプ色
が発光可能な表示ランプを（光を透過しやすい材質で出来た）ジョグダイヤル４の内側に
設け、制御装置１０は、洗い時間設定スイッチ８ａやすすぎ回数設定スイッチ８ｂなど各
項目の個別スイッチを押下した場合に、異なるランプ色で表現されている個別スイッチの
色と同じ色をジョグダイヤル４の内側でランプ点灯することでジョグダイヤル４自体がこ
の色で光るようにしたものである。
【００１７】
　これにより、使用者は洗い時間やすすぎ回数など各項目を設定するために洗い時間設定
スイッチ８ａやすすぎ回数設定スイッチ８ｂなどのボタン型スイッチを押下するのと同時
に、ボタンの表示色と同じ色のランプ表示がジョグダイヤル４にされることで、ジョグダ
イヤル４の回転操作と各項目との関連づけを明確に認識することが可能になり、積極的な
ジョグダイヤル４の利用が期待でき、ひいては操作における利便性を高めることが可能と
なる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　第１の発明は、洗い時間やすすぎ回数など各項目毎に用意され各々が異なるランプ色で
表現されている個別スイッチの押下により各項目の内容を設定する入力設定手段と、前記
入力設定手段と併用しダイヤル回転操作により各項目の内容を設定するジョグダイヤルと
、前記ジョグダイヤルの内側に配置され前記入力設定手段の個別スイッチで表現されてい
るランプ色のうち少なくとも２色を切り換えてランプ点灯するジョグダイヤル設定可能項
目表示手段と、前記入力設定手段および前記ジョグダイヤルにより設定した内容を表示す
る設定内容表示手段と、前記入力設定手段および前記ジョグダイヤルにより設定した運転
コースを逐次制御する制御装置を備え、制御装置は、前記入力設定手段の個別スイッチが
押下された場合、個別スイッチで表現されているランプ色と同じ色を前記ジョグダイヤル
設定可能項目表示手段にランプ点灯するようにしたことにより、使用者は洗い時間やすす
ぎ回数など各項目を設定するために洗い時間設定スイッチ８ａやすすぎ回数設定スイッチ
８ｂなどのボタン型スイッチを押下するのと同時に、ボタンの表示色と同じ色のランプ表
示がジョグダイヤル４にされることで、ジョグダイヤル４の回転操作と各項目との関連づ
けを明確に認識することが可能になり、積極的なジョグダイヤル４の利用が期待でき、ひ
いては操作における利便性を高めることが可能となる。
【００１９】
　第２の発明は、特に、第１の発明の洗濯機おいて、制御装置は、入力設定手段の個別ス
イッチが押下された場合、個別スイッチで表現されているランプ色と同じ色をジョグダイ
ヤル設定可能項目表示手段にランプを点滅するようにしたことにより、使用者は各項目を
設定するために各項目別に用意されたボタン型スイッチを押下するのと同時に、ボタンの
表示色と同じ色のランプがジョグダイヤル４の内側で点滅することで更に注意を促す効果
も高まり、ジョグダイヤル４の回転操作と各項目との関連づけをより明確に認識すること
が可能となる。
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【００２０】
　第３の発明は、特に、第１の発明の洗濯機おいて、制御装置は、入力設定手段の個別ス
イッチが押下された場合、個別スイッチで表現されているランプ色と同じ色をジョグダイ
ヤル設定可能項目表示手段に所定時間だけランプ点滅した後、ランプ点灯するようにした
ことにより、使用者は各項目を設定するために各項目別に用意されたボタン型スイッチを
押下するのと同時に、ボタンの表示色と同じ色のランプがジョグダイヤル４の内側で点滅
することで更に注意を促す効果も高まり、ジョグダイヤル４の回転操作と各項目との関連
づけをより明確に認識することが可能となる上に、所定時間経過後はランプ点滅が点灯に
変わることで、ランプが点滅し続けることで見た目の煩雑さ（表示がチカチカすることで
発生する見た目のノイズ）を抑えることが可能となる。
【００２１】
　第４の発明は、特に、第１の発明の洗濯機おいて、制御装置は、入力設定手段の個別ス
イッチが押下された場合、個別スイッチで表現されているランプ色と同じ色をジョグダイ
ヤル設定可能項目表示手段にジョグダイヤルを操作するまでランプ点滅するようにしたこ
とにより、使用者は各項目を設定するために各項目別に用意されたボタン型スイッチを押
下するのと同時に、ボタンの表示色と同じ色のランプがジョグダイヤル４の内側で点滅す
ることで更に注意を促す効果も高まり、ジョグダイヤル４の回転操作と各項目との関連づ
けをより明確に認識することが可能となる上に、ランプ点滅以降にジョグダイヤル４を操
作した時点でランプ点滅が点灯に変わることで、ランプが点滅し続けることで見た目の煩
雑さ（表示がチカチカすることで発生する見た目のノイズ）を抑えることが可能となる。
【００２２】
　第５の発明は、特に、第１の発明の洗濯機おいて、制御装置は、入力設定手段の個別ス
イッチが押下された場合、個別スイッチで表現されているランプ色と同じ色をジョグダイ
ヤル設定可能項目表示手段にランプ点灯し、運転コースを開始した時点でランプ消灯する
ようにしたことにより、運転開始後はジョグダイヤル４による各項目の設定変更が出来な
いという意味合いを明確に示すことが可能となる。
【００２３】
　第６の発明は、特に、第１の発明の洗濯機おいて、制御装置は、異常が発生した場合、
ジョグダイヤル設定可能項目表示手段に赤色でランプ点滅するようにしたことにより、異
常時において、より多くのランプを用いた派手な異常表示を行うことで洗濯機を設置して
いる場所から遠い居間や台所などからもより速やかに異常報知を確認することが可能とな
る。
【００２４】
　第７の発明は、特に、第１～５の発明の洗濯機おいて、ジョグダイヤル設定可能項目表
示手段に表示するランプ色は、少なくとも、洗い時間は青色、すすぎ回数は緑色、脱水時
間は黄色、乾燥時間は赤色、予約時間は橙色のいずれかを用いることにより、各項目（洗
い行程、すすぎ行程、脱水行程、乾燥行程）に対するイメージ関連づけが更に容易となる
。
【００２５】
　第８の発明は、特に、第１～７発明の洗濯機の少なくとも一つをコンピュータに実行さ
せるためのプログラムである。この構成によれば、プログラムであるのでマイコンなどを
用いて本発明の洗濯機の一部あるいは全てを容易に実現することができる。また記録媒体
に記録したり通信回線を用いてプログラムを配信したりすることでプログラムの配布が容
易にできる。
【００２６】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。また、背景技術と同じ構成のものは同一
符号を付して説明を省略する。
【００２７】
　（実施の形態１）
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　図１は、洗濯機（操作表示部）のシステムブロック図、図２は後述する入力設定手段８
の一例である洗い時間設定スイッチ８ａの断面図、図３は後述するジョグダイヤル設定可
能項目表示手段９を内側に設けたジョグダイヤル４の断面図、図４はボタン型スイッチを
用いて各項目の変更を行う制御装置における制御手段の動作フロ－チャ－トである。なお
、入力設定手段８は洗い時間設定スイッチ８ａ、すすぎ回数設定スイッチ８ｂ、脱水時間
設定スイッチ８ｃ、乾燥機能を有する場合は乾燥時間設定スイッチ８ｄ、予約時間設定ス
イッチ８ｅから構成され、その構造は図２に示したように、洗い時間設定スイッチ８ａで
あれば「洗い」という文字の周囲は光の透過性が高い白色であるが下部の青色ランプ（高
輝度ＬＥＤ）８１ａの光によって青色のボタンスイッチとして表現される。同様に、スイ
ッチ８ｂ～８ｅは下部から各々緑色、黄色、赤色、橙色のランプ光により各々異なったボ
タン型スイッチとして表現される。スイッチとしての機能は８２ａのような形状で光を通
過させつつ８ａ部分を押下することにより上下に稼動するプラスチック部品を介して８３
ａの電子部品であるマイクロスイッチを押下する構造を用いて実現するのが一般的である
。９は図３に示すように（光を透過しやすい材質で出来た）ジョグダイヤル４の内側に配
置されて入力設定手段８の個別スイッチ（８ａ～８ｅ）が表現されているランプ色と同じ
色をランプ点灯することが可能なジョグダイヤル設定可能項目表示手段である。その他は
制御装置１０、制御手段１１と表記している以外は従来の構成と同じであり、ジョグダイ
ヤル４を用いて各項目の変更を行う制御装置における制御手段の動作フローチャートも従
来のそれと同じ構成である。
【００２８】
　以上のように構成された洗濯機について、以下その動作、作用を説明する。
【００２９】
　従来の構成と同様に、洗濯機の本体内洗浄槽に衣類と適量の洗剤を入れ、図１の操作表
示部１にて電源およびスタート操作入力手段２の電源入スイッチ２ａを押下することで初
期待機状態と呼ばれる状態となり、スタートボタン２ｂを押下して運転コースを開始する
までの間、入力設定手段８およびジョグダイヤル４による運転コース内容の設定変更が可
能である。
【００３０】
　入力設定手段８は、洗い時間やすすぎ回数など設定項目の数だけ個別に８ａ～８ｅのよ
うな押しボタン型のスイッチからなるが、制御装置１０は、各々の設定スイッチを押下す
ると、その設定スイッチの項目（例えば、洗い時間設定スイッチであれば洗い時間）を増
加させるなど設定項目の内容を変更する基本的な処理を行うのと同時に、ジョグダイヤル
４の操作でどの設定項目の変更が可能なのかを示すジョグダイヤル設定可能項目を決定す
る処理を行う。具体的には、押下した設定スイッチの項目（例えば、洗い時間設定スイッ
チ８ａを押下すると洗い設定モード）をジョグダイヤル設定可能項目として決定する。
【００３１】
　入力設定手段８の詳細を述べると、図４のフローチャートに示すように、初期待機状態
において入力設定手段８の洗い時間設定スイッチ８ａ、すすぎ回数設定スイッチ８ｂ、脱
水時間設定スイッチ８ｃ、乾燥機能を有する場合は乾燥時間設定スイッチ８ｄ、予約時間
設定スイッチ８ｅのいずれか１つを押下すると、制御装置１０はステップ２０、２１、２
２、２３、２４にて各スイッチを押下したことを検知し、ステップ２０ａ、２１ａ、２２
ａ、２３ａ、２４ａにて押下した設定スイッチの項目（例えば、洗い時間設定スイッチで
あれば洗い時間）を増加させるなど設定項目の内容を変更し、ステップ２０ｃ、２１ｃ、
２２ｃ、２３ｃ、２４ｃにてジョグダイヤル４の操作を行う上でどの設定項目の変更が可
能なのかを示すジョグダイヤル設定可能項目を、例えば、洗い時間設定スイッチを押下し
た場合にはジョグダイヤル設定可能項目を洗い設定モードと決定するのと同時に（ここか
らが本発明の神髄であるが）ジョグダイヤル設定可能項目表示手段９に、入力設定手段８
の押下された個別スイッチ（８ａ～８ｅ）が表現されているランプ色と同じ色をジョグダ
イヤル設定可能項目表示手段９にランプ点灯する。これら、入力設定手段８による各項目
の内容設定は、スタートボタン２ｂを押下すると、ステップ２５にて終了する。
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【００３２】
　これにより、使用者は洗い時間やすすぎ回数など各項目を設定するために洗い時間設定
スイッチ８ａやすすぎ回数設定スイッチ８ｂなどのボタン型スイッチを押下するのと同時
に、ボタンの表示色と同じ色のランプ表示がジョグダイヤル４にされることで、ジョグダ
イヤル４の回転操作と各項目との関連づけを明確に認識することが可能になり、積極的な
ジョグダイヤル４の利用が期待でき、ひいては操作における利便性を高めることができる
。
【００３３】
　また、本実施の形態では、ジョグダイヤル４による各項目の詳細を具体的な名称や個数
を挙げて説明したが、これは本発明を限定するものではない。
【００３４】
　（実施の形態２）
　本実施の形態２の洗濯機システムブロック図、および、制御装置における制御手段の要
部動作を示すフローチャートは実施の形態１と同じ構成である。
【００３５】
　以上のように構成された洗濯機について、以下その動作、作用を説明する。
【００３６】
　本発明の実施の形態１との違いは、制御装置１０は、入力設定手段８の個別スイッチが
押下された場合、個別スイッチが表現されているランプ色と同じ色をジョグダイヤル設定
可能項目表示手段９に（実施の形態１ではランプ点灯したのに対して）ランプを点滅する
ようにしたことである。
【００３７】
　これにより、使用者は各項目を設定するために各項目別に用意されたボタン型スイッチ
を押下するのと同時に、ボタンの表示色と同じ色のランプがジョグダイヤル４の内側で点
滅することで更に注意を促す効果も高まり、ジョグダイヤル４の回転操作と各項目との関
連づけをより明確に認識することが可能となる。
【００３８】
　（実施の形態３）
　本実施の形態３の洗濯機システムブロック図、および、制御装置における制御手段の要
部動作を示すフローチャートは実施の形態１と同じ構成である。
【００３９】
　以上のように構成された洗濯機について、以下その動作、作用を説明する。
【００４０】
　本発明の実施の形態１との違いは、制御装置１０は、入力設定手段８の個別スイッチが
押下された場合、個別スイッチが表現されているランプ色と同じ色をジョグダイヤル設定
可能項目表示手段９に（実施の形態１では永続的にランプ点灯したのに対して）所定時間
（例えば５秒間）だけランプ点滅した後、ランプ点灯するようにしたことである。
【００４１】
　これにより、使用者は各項目を設定するために各項目別に用意されたボタン型スイッチ
を押下するのと同時に、ボタンの表示色と同じ色のランプがジョグダイヤル４の内側で点
滅することで更に注意を促す効果も高まり、ジョグダイヤル４の回転操作と各項目との関
連づけをより明確に認識することが可能となる上に、所定時間経過後はランプ点滅が点灯
に変わることで、ランプが点滅し続けることで見た目の煩雑さ（表示がチカチカすること
で発生する見た目のノイズ）を抑えることが可能となる。
【００４２】
　（実施の形態４）
　本実施の形態４の洗濯機システムブロック図、および、制御装置における制御手段の要
部動作を示すフローチャートは実施の形態１と同じ構成である。
【００４３】
　以上のように構成された洗濯機について、以下その動作、作用を説明する。
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【００４４】
　本発明の実施の形態１との違いは、制御装置１０は、入力設定手段８の個別スイッチが
押下された場合、個別スイッチが表現されているランプ色と同じ色をジョグダイヤル設定
可能項目表示手段９に（実施の形態１では永続的にランプ点灯したのに対して）ジョグダ
イヤルを操作するまでランプ点滅するようにしたことである。
【００４５】
　これにより、使用者は各項目を設定するために各項目別に用意されたボタン型スイッチ
を押下するのと同時に、ボタンの表示色と同じ色のランプがジョグダイヤル４の内側で点
滅することで更に注意を促す効果も高まり、ジョグダイヤル４の回転操作と各項目との関
連づけをより明確に認識することが可能となる上に、ランプ点滅以降にジョグダイヤル４
を操作した時点でランプ点滅が点灯に変わることで、ランプが点滅し続けることで見た目
の煩雑さ（表示がチカチカすることで発生する見た目のノイズ）を抑えることが可能とな
る。
【００４６】
　（実施の形態５）
　本実施の形態５の洗濯機システムブロック図、および、制御装置における制御手段の要
部動作を示すフローチャートは実施の形態１と同じ構成である。
【００４７】
　以上のように構成された洗濯機について、以下その動作、作用を説明する。
【００４８】
　本発明の実施の形態１との違いは、制御装置１０は、入力設定手段８の個別スイッチが
押下された場合、個別スイッチが表現されているランプ色と同じ色をジョグダイヤル設定
可能項目表示手段９にランプ点灯し、（実施の形態１では永続的にランプ点灯したのに対
して）運転コースを開始した時点でランプ消灯するようにしたことである。
【００４９】
　これにより、運転開始後はジョグダイヤル４による各項目の設定変更が出来ないという
意味合いを明確に示すことが可能となる。
【００５０】
　（実施の形態６）
　本実施の形態６の洗濯機システムブロック図、および、制御装置における制御手段の要
部動作を示すフローチャートは実施の形態１と同じ構成である。
【００５１】
　以上のように構成された洗濯機について、以下その動作、作用を説明する。
【００５２】
　本発明の制御装置１０は、異常が発生した場合、ジョグダイヤル設定可能項目表示手段
９に特に目立つ色として赤色でランプ点滅するようにしたものある。
【００５３】
　これにより、異常時において、より多くのランプを用いた派手な異常表示を行うことで
洗濯機を設置している場所から遠い居間や台所などからもより速やかに異常報知を確認す
ることが可能となる。
【００５４】
　（実施の形態７）
　本実施の形態７の洗濯機システムブロック図、および、制御装置における制御手段の要
部動作を示すフローチャートは実施の形態１と同じ構成である。
【００５５】
　以上のように構成された洗濯機について、以下その動作、作用を説明する。
【００５６】
　本発明では、ジョグダイヤル設定可能項目表示手段に表示するランプ色は、少なくとも
、洗い時間は青色、すすぎ回数は緑色、脱水時間は黄色、乾燥時間は赤色、予約時間は橙
色のいずれかを用いている。
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　これにより、各項目（洗い行程、すすぎ行程、脱水行程、乾燥行程）に対するイメージ
関連づけが更に容易となる。
【産業上の利用可能性】
【００５８】
　以上のように、本発明にかかる洗濯機は、洗い時間やすすぎ回数など各項目毎に個別に
用意された洗い時間設定スイッチ８ａやすすぎ回数設定スイッチ８ｂなどのボタン型スイ
ッチを各々異なるランプ色で表現しておき、一方で、設定項目数だけ存在する色分けした
ボタンと同じランプ色が発光可能な表示ランプをジョグダイヤル４の内側に設け、制御装
置１０は、洗い時間設定スイッチ８ａやすすぎ回数設定スイッチ８ｂなど各項目の個別ス
イッチを押下した場合に、異なるランプ色で表現されている個別スイッチの色と同じ色を
ジョグダイヤル４の内側でランプ点灯するようにしたものである。
【００５９】
　これにより、使用者は洗い時間やすすぎ回数など各項目を設定するために洗い時間設定
スイッチ８ａやすすぎ回数設定スイッチ８ｂなどのボタン型スイッチを押下するのと同時
に、ボタンの表示色と同じ色のランプ表示がジョグダイヤル４にされることで、ジョグダ
イヤル４の回転操作と各項目との関連づけを明確に認識することが可能になり、積極的な
ジョグダイヤル４の利用が期待でき、ひいては操作における利便性を高めることが可能と
なる。
【００６０】
　同様にして、電子レンジの操作表示部など１つのジョグダイヤルを兼用して加熱出力や
加熱時間など複数の項目内容を設定する家電機器の操作表示部などの用途にも適用できる
。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の実施の形態１～７の洗濯機のシステムブロック図
【図２】本発明の実施の形態１～７の洗い時間設定スイッチ８ａの断面図
【図３】本発明の実施の形態１～７の洗濯機のジョグダイヤル断面図
【図４】本発明の実施の形態１～７のボタン型スイッチを用いて各項目の変更を行う制御
手段１１の動作フローチャート
【図５】従来の洗濯機のシステムブロック図
【図６】従来の洗濯機のボタン型スイッチを用いて各項目の変更を行う制御手段７の動作
フローチャート
【図７】従来の洗濯機のジョグダイヤルを用いて各項目の変更を行う制御手段７の動作フ
ローチャート
【符号の説明】
【００６２】
　１　操作表示部
　２　電源およびスタート操作入力手段
　４　ジョグダイヤル
　４ａ　ロータリエンコーダ
　５　設定内容表示手段
　８　入力設定手段
　９　ジョグダイヤル設定可能項目表示手段
　１０　制御装置
　１１　制御手段
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【図４】 【図６】

【図７】
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【図１】
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